Educative Declaration of Confucius by 谷川, 守正
孔子の教育宣言 「七十而従心所欲不踰矩」
孔子の教育宣言 「七十而従心所欲不踰矩」




































略記)よ りも、孔子 と孟子の媒介者 として特別
に 「曹子」 と呼ばれた、曽参(以 下参 と略記)
との教育的対話を教育哲学する。
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葉で表現 される。古代文化の 「文」を分析 して、
詩、書、礼、楽、そして六芸など一字で表現し、
「学」 もその例外 としない。この章に先行する






















































































だ。」(0906)と か、弟子が 「穀物づ くりを習い





























































徹 した典型的な学は顔一族の顔回に見 られ る
(1201)o




























































































































































なる。孔子 は四科十哲すなわち 「徳行 には顔
淵 ・閔子騫 ・冉伯牛 ・仲弓、言語には宰我 ・子
貢、政事 には冉有 ・季路、文学には子游 ・子貢。」



























































































































「はい。」 とは孔子か ら渡 されたバ トンを受
け取って、参もそのバ トンをもって生涯 を生 き
抜き、それを次世代に渡す という固い決意表明
である。









































































































































われわれが 「にぶい」(1118)と 評価 された

























か。孔子は偉大であ り、それに次 ぐ回は 「せま


































































































しか し回にもい くつかの問題点が認め られ
る。われわれはそれを回に対する孔子の評価、













「回は私 を助けて くれる人ではない。わた しの
いうこ とな らどんな ことで も嬉 しいのだ。」
(1104)と 純粋一途な回の従1頂さを喜ぶ。 しか




孔子が賜 に回との比較を促 した(0509)の は、












ない。参 は云 う。「君子 は文事(詩 、書、礼、
楽)に よって友達を集め、友達によって仁の徳
を助 ける」(1224)と 横の座標軸を重視す る。
そ して回は只管縦の座標軸 を指向する。そのこ























































































る。」 を 厂はい。」 と受けて孔孟の媒介者 となっ
た。この 「はい。」は生涯にわたる孔子の自己















































四章 に配 し、為政篇 の編者 は、 「詩書執礼」
(0717)を 初四章の起承転結の順に配する。す
































である。このような解釈 は 「己」と 「心」の用
例 と両者の相違に基づ く。
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01『 孔 子 と教育 一 「好学 」 とフ ィロソ フ ィァ ー』
みすず書房 、九〇年
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四号 に江森 一郎の書 評 は有力 な説 とす る。 五
十頁。
03六 三年、第一刷 、九入年、第六一刷
04著 作 集第四巻 、筑摩書 房、六 九年所収 『論語』。
なお 「あ とが き」 に 「わた しの口述 を、尾崎雄
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二郎君 に筆 記 して もらった」 とある。
05岩 波 文庫 『孔子 』(一 〇三頁)は 七十歳の人生段
階を特別視 する。
06『 論語の新 しい読み方』、岩 波書店、九六年 、一
一七 頁
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の弟子 に自分 自身の人 とな りについ て語 った言
葉で あ るが 、楚 は衛か ら祖国 に戻 る前 の訪 問国
であ る。
08『 朱子学体 系六、朱子語類 』、明徳 出版社 、八一
年、 一九七 頁 に朱子 はい う、 「一唯 の伝 こそは、
心 に黙契 した のだ。」 と 「一つの こ とを貫いてい
る。」 と 「はい。」 との関係 を重視す るが、 朱熹
著、 『論語集注』、書籍文物流通会、五八 年、「論
語」 二 の一二 に よれ ば、 「はい。」 とは打 てば響
く趣 と疑 いが ない こ とで ある とす る。 しか しそ
れ以上 の考 究はない。
09東 洋文 庫 、徂徠 著 、小 川環樹 訳 注、 『論 語徴 』、
平凡社、九 四年
10朱 熹著、 『論語 集注 』、書籍文物流通会、五八年
11参 と点 の父子 関係 につい て 『朱子 語類 』一九七
頁は 「曽子 父子 は相 反 した性格 であ った。 曽参
はす ぐに悟 る とい う風 はなか ったが、 日常行動
面で事 物 に応接 して、そ こか ら一つ一 つ を積 み
重ね、努力 していた。」 と述べ る。
12『 論語 一現 代 に生 きる中国の知恵一』、講談社 現
代新 書、九入年
13『 朱子語類 』一九八頁 に よれば、「孔子以後 、孔
子 の心 を得 た者 は、 ただ曽子 、子思 、孟子 だけ
で ある。」 とす るが 、媒 介者 としての参 には言及
しない。
14『 教 育学研 究』 の特集 の編集 後記 に よれ ば、第
四 七 巻 第 四号 〈生 涯学 習 論 の今 日的 課題 〉 は
「す べ て を依 頼 原稿 に した」、 第五 六 巻 第三 号
〈生 涯学習論 と学校 教育〉 は 「座 談会 に切 り替 え
て」、 第五八 巻第三 号 〈学校 お よび学校論 再考〉
は 「掲載 を可 とす る ものが ない」、 〈学習 論の再
検 討〉 も 「投稿 原稿 で本号 を構成 す るこ とはで
きない。」 と何 れ も不発 に終 わる。
15例 え ば 「こっ そ りわ が老 彭 に も比 べ て い る。」
(0701)孔 子の態度 に同 じ高齢者 として は共感 を
覚える。
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